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研究テーマ
• 結晶構造と関連する離散幾何解析
• 幾何学的変分問題と関連する非線型微分方程式

研究テーマの概要
離散幾何解析および幾何学的変分問題を研究テーマとしている.

幾何学的変分問題とは, 変分原理によって定式化される幾何学的対象を指し, その代表的な例とし
て, 調和写像, 極小曲面などがある.

物質科学であらわれる結晶構造は, 数学から見ると高い対称性を持ったグラフをユークリッド空間
に埋め込んだものと考えることができる. グラフ自身は頂点の位置情報を含まない抽象的な対象であ
るが, それをユークリッド空間に埋め込むことにより, グラフのエネルギーを定義し, その最小解とし
て結晶構造を実現することができる. この立場から, 対象の幾何学的性質を利用して, よい結晶格子を
構成して, その性質を調べる研究を行なっている.

また, 幾何学的変分問題に関連する非線形偏微分方程式に関する研究も行っている.
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学生へのメッセージ
大学院前期課程では, その後の研究につながるテーマも重要であるが, 一方では, 社会に出たときに
意味のあるテーマを扱うことも重要であると考えている. この考え方に添って, 少人数クラスでは計
算機とそれに関わる数学または計算機を利用した数学をテーマにしたいと考えている.

具体的なテーマの例としては, 以下のようなものが考えられる.

• 離散幾何への計算機を利用したアプローチ
• 微分方程式の数値解析

いずれのテーマを扱う場合にでも, 単に理論を学ぶだけでなく, それを計算機の上で実現することも
重要であり, 「理論と実践」のバランスのとれた勉強を望んでいる. 基本的なプログラミング技術を
持っていることを前提に少人数クラスを行いたい.

このテーマに添った少人数クラスに参加するためには, 基本的な解析・線形代数等の基礎知識を学
ぶだけでなく, 基本的なプログラミングについても学んで来ることが望ましいと考えている.


